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１．RSウイルス母子免疫ワクチン（アブリスボ）に関して 

  （RSウイルス感染症対策の重要性） 

 RS ウイルス感染症は 5類感染症に指定されており、世界中に広く分布して

います。生後 1歳までに 50%以上が、2歳までにほぼ 100%が初感染します。乳

幼児における肺炎の約 50%、細気管支炎の 50～90%が RS ウイルス感染症によ

るとされています。 

病状は感冒様症状から下気道感染に至るまで様々ですが、特に生後 6 ヶ月未

満に感染すると重症化することが示されています。日本では、毎年約 12 万～14

万人の 2歳未満の乳幼児がRSウイルス感染症と診断され、約 1/4（（およ 3万

人）が入院を必要とすると推定さてされていますが、有効な治療法はありません。 

（日本小児科学会HP参照） 

https://www.jpeds.or.jp/modules/activity/index.php?content_id=559 

動画 RS ウイルス編： 

https://drive.google.com/file/d/1HfGzH-

anDXCOn6cLF8nIPRUd8WOAmI3_/view?usp=drive_web 

この度、妊婦さんに RSウイルス母子免疫ワクチン接種をすることで、母体の

RSウイルスに対する中和交代を高め、胎盤を通じて母体から胎児へ後退が移行

することで、生後の RS ウイルスの下気道疾患を予防することが示されました。

 のため、当院でも希望のある方には接種を開始しました。 

https://www.jpeds.or.jp/modules/activity/index.php?content_id=559
https://drive.google.com/file/d/1HfGzH-anDXCOn6cLF8nIPRUd8WOAmI3_/view?usp=drive_web
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